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1　 目的

　筆者 らは，小学生 に ア
ー

ギ ュ メ ン ト・ス キル を育
成するために，3 年生 の 総合的な学習の 時間に お い

て，野生動物 との 共生閙題を扱っ た単元を開発 した

（村津ら，印刷中）．木研究で は，そ の 評価と して ，
児童 の エ ビ デ ン ス 利用 の 実態や ，エ ビデ ン ス の 個

数 種類 にっ い て の 分析を行い ，児童がエ ビ デン ス

を利用 して ア
ー

ギ ュ メ ン トを構成 した か につ い て

検討する．

2　方法

対象 ：授業に 参加 した小学校 3 年生 の 児重35 名．

調査課題 ； 「イノ シ シ とわた したちは 緒 にくらせ

るか 」 とい う質問に対 して， 「くらせ る 1 「くらせ

ない 」　 「わか らない 」 の 3 つ の 選択肢か ら自分 の 立

場を選ばせ，そ の 理由を自由記述させ た．

手続き ・時期 ：調査 は，イ ノ シ シ との 共生に つ い て

の 学習課題を設定した開始時 （20⊥0年 1月 E句）と，
イ ノ シ シ の 生 態や被害を調べ て情報整理 した後

（20io年2月上句），そ して 対策に つ い て検討した

単元後 （2010年2月 「旬）の 計3回実施された，31］コ「
の 調査は，質問紙法を用い て ク ラ ス　斉 に実施され

た．所要時間は 各 10分 で あっ た．

分析方法 ：第 1 に，理由の記述をイメ
ー

ジに 基 づ い

て い る 「イ メ
ージ」 ， 判断 の 基準や材料 が な い 「基

準なし」 ，学習 した知識や エ ビデン ス に基づ く iエ
ビデン ス 」の 3 つ の アーギ ュ メ ン トタイブ に 分類 し，

学習の 進展に伴 う変化 を調査 した．第 2 に，　 「エ ビ

デン ス 」 に分類 された記述に つ い て ，利用されたエ

ビデ ン ス を数えた．第 3 に，そ こ で利用された エ ビ

デン ス の 種類を 「被害ご　 「経済」　
「‘
特陸」　 「野4こ」

に分類 して その 数を調べ た．

3　結果 と考察

　図 1 は ，ア
ー

ギ ュ メン トタイブの 遷移で ある．

開始時と比 較する と，情報整理後及び単元後 で は

エ ビ デ ン ス を利 用す ろ児童 が有意 に増加 した

（X2 （2）714 ．629，　 p＜．001 ； p＜．001 −：項検定）．

図 2 は，エ ビデン ス 利用の アーギ ュ メ ン トにつ い て ，

利用されたエ ビデ ン ス 数の 分布 で あ ろ．開始時か ら

単元後にか けて ，児童に利用されたエ ビデ ン ス の 個

数が有意に増加 した （，Y9 ．586
，
　 dflr2，ρ〈．　OD ．ま

た，図 3 はエ ビデ ン ス の 種類ごとの 平均利用数であ

る．ア ン ケ
ー

トによっ て情報収集 した 「経済」 と文

献や博物館を調査 した こ とによる 「特 腔」 が ともに

単元後で増加 した．

　これ らよ り，児童 は 「イメ
ージ」等か 芝）

「
エ ビデ

ン ス 」 に基づ くアーギュ メ ン トを構成 動るようにな

り，単元後 に は開始時に比べ 複数の エ ビデ ン ス を川
い る児童が増え た こ とが明らかにな っ た．
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